
十
二
月
三
日
　
ス
ー
チ
ャ
ン
の
通
訳
と
し
配
置
替

え
さ
れ
る
。

四
日
　
ス
ー
チ
ャ
ン
第
十
一
収
容
所
第
二

分
所
に
入
る
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
一
日
　
ス
ー
チ
ャ
ン
二
十
四
、
二
十
五
番

炭
坑
に
て
、
採
炭
並
び
に
坑
道
掘

削
作
業
に
従
事
す
る
。

昭
和
二
十
三
年
六
月
二
十
八
日
　
炭
坑
作
業
終
了
の
通
告
を
受

け
る
。

三
十
日
　
ス
ー
チ
ャ
ン
の
収
容
所
を
出
発

す
る
。

七
月
十
三
日
　
ナ
ホ
ト
カ
港
に
て
大
郁
丸
に
乗

船
、
出
港
。

十
七
日
　
舞
鶴
上
陸
、
復
員
。

終
戦
時
の
職
名
　
　
　
　
　
飛
行
兵
（
機
関
工
手
）

。

最
も
長
く
い
た
収
容
所
名
　
ス
ー
チ
ャ
ン
市
第
十
一
収
容
所
第

二
分
所
。

（
広
島
県
　
山
田
浩
造
）

公
主
嶺
か
ら
タ
シ
ケ
ン
ト
へ
　 

広
島
県
　
小
松
崎
利
作
　 

緑
の
街
公
主
嶺
、
そ
れ
は
楽
園
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和

二
十
年
七
月
頃
か
ら
、
平
原
の
彼
方
に
の
ろ
し
が
上
が
る
よ
う

に
な
り
、
衛
兵
勤
務
の
歩
■
が
増
強
さ
れ
た
。
そ
し
て
八
月
九

日
未
明
、
「
ソ
満
国
境
で
日
ソ
交
戦
状
態
に
入
る
」
の
報
で
あ

る
。
在
満
各
航
空
隊
よ
り
教
育
の
た
め
派
遣
さ
れ
て
い
た
教
育

生
の
見
習
士
官
、
少
尉
候
補
生
、
下
士
官
候
補
者
、
甲
、
乙
幹

部
候
補
生
、
特
別
幹
部
候
補
生
な
ど
が
続
々
と
原
隊
に
向
け
て

出
発
し
て
い
っ
た
、「
戦
場
で
会
お
う
」
の
合
言
葉
の
も
と
に
。

だ
が
、
そ
の
装
備
は
乏
し
く
、
三
八
騎
兵
銃
が
唯
一
の
武
器
で

あ
っ
た
。

ソ
連
軍
は
大
戦
車
群
を
先
頭
に
、
は
や
白
城
子
を
突
破
し
て

い
る
…
…
と
の
情
報
が
入
る
頃
、
原
隊
に
復
帰
す
べ
く
出
発
し

て
い
っ
た
教
育
生
が
続
々
と
教
育
隊
（
通
称
、
公
主
嶺
教
育

隊
、
関
東
軍
第
二
航
空
軍
第
一
教
育
隊
、
満
州
第
一
六
六
一
三



部
隊
）
に
戻
っ
て
き
た
。
ソ
連
軍
の
破
竹
の
進
撃
に
、
も
は
や

交
戦
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
部
隊
の
上
層
部

は
兵
を
派
遣
し
て
、
満
鉄
公
主
嶺
駅
に
停
車
し
て
い
た
北
満
向

け
貨
車
を
部
隊
の
引
込
線
に
引
き
入
れ
、
積
載
さ
れ
て
い
た
慰

問
品
の
上
に
部
隊
全
員
が
乗
り
込
み
、
南
下
し
た
。
沿
線
の
在

留
日
本
人
の
罵
声
を
尻
目
に
…
…
。
列
車
は
一
路
南
下
。
だ

が
、
奉
天
郊
外
で
上
空
に
飛
来
し
た
ソ
連
軍
戦
闘
機
に
停
車
を

命
ぜ
ら
れ
た
。
間
も
な
く
戦
闘
機
よ
り
降
り
立
っ
て
き
た
ソ
連

軍
の
若
き
女
性
士
官
一
人
と
兵
数
人
に
、
部
隊
全
員
が
下
車
を

さ
せ
ら
れ
武
装
解
除
。
わ
ず
か
に
対
暴
民
用
に
騎
兵
銃
携
帯
が

許
可
さ
れ
た
。

全
員
の
身
の
回
り
の
装
具
、
炊
飯
具
を
持
っ
て
満
人
部
落
平

羅
堡
に
移
動
。
数
日
後
、
有
刺
鉄
線
の
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
旧

軍
官
学
校
に
集
結
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
部
隊
が
再
編
さ

れ
、
貨
車
の
到
着
を
待
っ
て
次
々
と
有
蓋
貨
車
に
乗
車
。
列
車

は
南
下
せ
ず
、
逆
に
北
上
し
た
。「
南
鮮
は
ア
メ
リ
カ
軍
が
駐

留
し
て
い
る
た
め
、
北
回
り
、
ハ
ル
ビ
ン
よ
り
ウ
ラ
ジ
オ
経
由

で
日
本
に
帰
国
」
と
の
ソ
連
軍
将
校
の
言
を
信
じ
、
「
祖
国
に

帰
れ
る
」
「
戦
争
が
終
わ
っ
た
」
と
喜
び
に
胸
躍
ら
せ
、
飯
盒

を
叩
き
貨
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
豊
富
な
食
料
と
ア
ル
コ
ー
ル
に

酔
い
し
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
逃
亡
す
る
戦
友
が
目
前
で
射
殺

さ
れ
た
り
、
将
校
と
兵
と
が
殴
り
合
っ
た
り
、
集
団
で
徹
底
抗

戦
を
叫
ぶ
小
部
隊
も
い
た
。
逃
亡
し
た
兵
の
穴
埋
め
に
、
南
下

す
る
日
本
人
難
民
の
群
れ
か
ら
徴
発
さ
れ
て
貨
車
に
乗
せ
ら
れ

た
地
方
人
も
い
た
。
貨
車
は
広
野
を
過
ぎ
、
ソ
連
軍
と
八
路
軍

で
■
れ
る
街
を
通
過
し
て
一
路
北
上
し
、
ハ
ル
ビ
ン
を
経
て
黒

河
に
着
い
た
。

九
月
中
旬
の
北
満
は
も
う
寒
か
っ
た
。
黒
龍
江
の
岸
辺
で
焚

き
火
を
し
な
が
ら
、
こ
の
流
れ
の
先
に
祖
国
が
あ
る
、
そ
し
て

間
も
な
く
故
郷
に
帰
れ
る
と
、
戦
友
同
士
語
り
明
か
し
た
。
黒

龍
江
を
渡
っ
て
い
よ
い
よ
ソ
連
の
土
。
ソ
連
の
大
型
貨
車
に
乗

車
し
て
夜
陰
に
出
発
。
だ
が
機
関
車
は
南
下
せ
ず
、
北
上
し
て

い
っ
た
。
夜
明
け
に
一
人
の
戦
友
が
叫
ん
だ
。「
シ
ベ
リ
ア
を

北
上
し
て
い
る
ぞ
」

。
二
日
、
三
日
、
列
車
は
走
り
続
け
た
。

や
が
て
止
ま
っ
た
。
寒
村
の
小
駅
で
通
訳
か
ら
理
由
を
説
明
さ

れ
た
。「
日
本
の
本
土
は
ア
メ
リ
カ
及
び
連
合
軍
の
占
領
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
混
乱
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
治
安
が

平
穏
に
な
る
ま
で
、
在
満
旧
日
本
軍
兵
士
は
ソ
連
で
保
護
さ
れ



る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
。

ま
だ
「
抑
留
」
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
戦
闘

に
参
加
し
た
部
隊
は
厳
重
な
監
視
下
に
置
か
れ
警
戒
も
厳
し
か

っ
た
が
、
非
交
戦
部
隊
の
我
々
は
割
合
自
由
で
あ
っ
た
。
貨
車

は
シ
ベ
リ
ア
の
森
林
地
帯
か
ら
地
平
線
の
彼
方
ま
で
大
草
原
、

行
け
ど
も
行
け
ど
も
茨
の
原
野
を
走
る
。
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
を
過

ぎ
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
よ
り
南
下
し
て
二
十
数
日
後
に
、
砂
漠
の

中
の
街
、
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
の
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
郊
外
に
着
い

た
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

軍
隊
経
歴
　
関
東
軍
の
航
空
教
育
隊
出
身
（
一
六
六
一
三
部

隊
）

満
州
公
主
嶺
よ
り
奉
天
を
経
て
入
ソ
、
被
抑
留
者
と
な
る
。

ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
～
タ
シ
ケ
ン
ト

昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
三
日
、
舞
鶴
港
上
陸
、
復
員
。

（
広
島
県
　
山
田
浩
造
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
思
い
出
　 

愛
媛
県
　
武
田
誠
一
　 

　
　
　
　
（
旧
姓
　
深
井
）
　 

八
月
十
七
日
の
夕
方
、
突
然
停
戦
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
何

が
な
ん
だ
か
判
ら
な
い
ま
ま
十
八
日
の
朝
が
来
た
。
全
員
集
合

し
て
陣
地
か
ら
下
り
、
蟻
の
行
列
の
如
く
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
歩
き
出

し
た
。
ま
だ
日
本
が
連
合
国
に
無
条
件
降
伏
を
し
て
い
る
こ
と

な
ど
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
勿
論
天
皇
陛
下
の
終
戦
の
放
送
も

知
ら
な
か
っ
た
。
密
江
峠
を
越
え
下
り
始
め
た
頃
、
先
頭
の
部

隊
の
者
が
両
手
を
上
げ
て
お
り
、
何
を
し
て
い
る
の
か
は
じ
め

は
判
ら
な
か
っ
が
、
自
分
の
番
に
な
っ
て
は
じ
め
て
ソ
連
軍
と

の
対
等
の
停
戦
協
定
で
は
な
く
、
日
本
は
負
け
た
の
だ
と
い
う

実
感
が
湧
き
、
残
念
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
武
装
解

除
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
捕
虜
と
な
り
、
琿
春
飛
行
場
付
近
の
大
豆
畑
に
仮

の
収
容
所
が
あ
り
、
こ
こ
に
収
容
さ
れ
た
。
収
容
さ
れ
た
人
員




